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岩手県におけるアカスジカスミカメの発生状況

は じ め に

岩手県で斑点米カ メ ムシ類の問題が認識 さ れたのは，
昭和57年に県南部の江刺市で突然斑点米被害が発生 し
た の が最初である。 近年では， 全国的に斑点米の被害が
発生 した 1999年に， 当県でも斑点米に よ る米 の落等 が
大きな問題と なったことが記憶に新 しい。

当 県 での主 な加害種は， アカスジカスミカ メ ， アカ ヒ
ゲホソミドリカスミカ メ の2 種類と さ れていたが， �1点
米の原因としては， 前者 の 方 が重要と認識 さ れている。

ここでは， 岩手県での斑点米被害の実態と， 加害種と
しての アカスジカスミカ メに関するこれ ま での知見に つ
いて紹介する。

I 岩手県に お ける斑点米カメムシ類

岩手県で発生する斑点米は， 米粒のI責務1\ ま たは籾のこ
う合部が黒変するカスミカ メ ムシ類に よ る被害形状が大
部分である ( 1豆ト 1) 。 笑際に， 県内各地 で出穂期以降に
本田をすくい取り して捕獲 さ れる のは， アカスジカスミ
カ メ ， アカ ヒ ゲホソミ ド リカスミカ メ の2 種 が圧倒的に
多く， ナカ グ ロ カスミカ メ ， ム ギカスミカ メ も含めると
カスミカ メ ムシ類が約9i1tUを占めている。 その ほかに，
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オ オ ト ゲシ ラ ホシカ メ ムシや プチ ヒ ゲカ メ ムシ な ども1確
認 さ れること が ある が， カスミカ メ ムシ類以外の磁がす
くい取られる悶場は少ない ( 図 2) 。 そのため， 岩手県
での主要な斑点米カ メ ムシ類は， アカスジカスミカ メ ，
アカ ヒ ゲホソミ ド リカスミカ メ の2 種類で あると さ れて
いた。

最近 ま で， アカスジカスミカ メ は県中南部に多 く 分布
し ， 県北部や沿岸部では確認 さ れてい なかった。 そのた
め， 県中南部ではアカスジカスミカ メ が， 県北部や沿岸
地域ではアカ ヒ ゲホソミ ド リカスミカ メ が主 な斑点米カ
メ ムシま�と さ れていた。

とこ ろ が， 2000 年は アカスジカスミカ メ の分布 が拡
大 し ， 県北fillでも本種の予察灯への飛来や水田 への侵入
が確認 さ れた (図3)。 これを裏付ける よ うに， こ の年
は従来被害の少なかった 県北西部 で， 斑点米に よ る落等
が発生した。

さ らに， 2000 年に本田ですくい取られたカ メ ムシ類
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図-3 お手県内 に お け る ア カ ス ジ カ ス ミ カ メ の分布の変化

の 種構成 を ， 千葉 ( 1988) が報告 し た 1987 年 の 調査結

果 と 比較 す る と ， ア カ ス ジ カ ス ミ カ メ の 占 め る 割 合 が

29 . 2% か ら 56 . 6% と 大幅 に増加 し て い た ( 図 2) 。

以上の こ と か ら ， 岩手 県で は全 県的 に ア カ スジ カ ス ミ

カ メが主要加害種であ る と 認識 さ れ る こ と と な った。

E ア カ ス ジ カ ス ミ カ メの生態

ア カ スジ カ ス ミ カ メ の成虫 は体長 5 mm 前後， 体色 は

淡緑色で背中 に 赤 い筋があ る 。 本種の食餌植物 と し て ，

イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス ， オ ー チ ヤー ド グ ラ ス ， ス ズ メ ノ

テ ッポ ウ ， コ ム ギ， タ イ ヌ ビ エ ， ソ ル ゴー， メ ヒ シ ノf，

ト ウモ ロ コ シ， ス ー ダ ン グ ラ ス ， エ ノコ ロ グ サ な ど の イ

ネ 科植物が知 ら れて い る 。

本種の成虫 は， 上記の よ う な各種イ ネ 科植物の 花穂の

部分 を 特 に 好 ん で吸汁 し ， メ ス 成虫 は花穂の 内 穎 に産卵

す る 。

卵の休眠性 は， 幼虫 期 に 感受す る 日 長時間 に よ り 決定

さ れ る 。 飯村 ( 1992) に よ る と ， 休眠卵 産下 臨界 日 長 は

1 4 . 5 時 間前後で， こ れ は 8 月 中 旬 の 日 長 に 相 当す る た

め ， 野外で も 8 月 中旬以降 に 休眠卵が産下 さ れ る と 考 え

ら れ る 。

非休眠卵 は， 通常産下後 1�2 週 間 で ふ化 す る が， 休

眠卵 は冬 期間の低温 遭遇後の翌春 ま で ふ化 し な い。 休眠

卵 は， イ ネ 科植物の 穂 と と も に 落下 し ， 地表 で越冬 す

る 。

幼 虫 は， 5齢を 経 て 成 虫 に な る 。 林 (1986) に よ る

と ， 卵 お よ び幼虫 の 発 育臨 界温度 はそ れ ぞれ 12 . 6T と

1 1 .  60C， 発 育積算温度 は 卵 期 間 で 91 . 7 日 度， 幼 虫 期 間

で 166 . 7 日 度 と さ れて お り ， 岩手 県で は通常年 3 回， 夏

期高温の 年 に は年 4 回世代交代 す る と 考 え ら れ る 。

皿 ア カ ス ジ カ ス ミ カ メとア カ ヒゲホソ

ミ ド リ カ ス ミ カ メの比較

ア カ ヒ ゲ ホ ソ ミ ド リ カ ス ミ カ メ は， 青森， 秋 田， 山形

な ど近隣 県で は 最 も 重 要 な 斑 点 米 カ メ ム シ と さ れ て い

る o 本種 は， 北海道で主 要 な加害種であ る こ と か ら ， 寒

冷地の斑点、米 カ メ ム シ と 考 え ら れて い た 。 と こ ろ が， 近

年 は関 東地方や北 陸地方 な ど で も 多発す る 事例 が あ り ，

南北 問わ ず各地で重要視 さ れ る 加害種 と な った 。

本種 は， 岩手 県に も広く 分布 し ， 予察 灯 に はア カ スジ

カ ス ミ カ メ よ り はる か に 多 く の個体が飛来す る た め ， 生

息密度 も 高 い と 思わ れ る 。 し か し ， 出穂後 の 本 田す く い

取 り で は， ア カ スジ カ ス ミ カ メ が捕獲 さ れ る 割合が高 い

( 図-4) 。 高 田ら (2 000) も ， 1999年の 斑 点 米多発 時 に

は， ア カ スジ カ ス ミ カ メ が多 く す く い 取 ら れた地域で斑

点米発生率 も 高か った こ と を報告 し て い る 。 こ れ ら の こ

と か ら ， 現在の と こ ろ ， 斑点米の 原因 と し て は， 岩手 県

で はア カ ヒ ゲ ホ ソ ミ ド リ カ ス ミ カ メ よ り ア カ スジ カ ス ミ

カ メ の 方 が重要 と 考 え て い る 。

両種の 出 現時 期 を比較す る と ， 通常 ア カ ヒ ゲ ホ ソ ミ ド

リ カ ス ミ カ メ の 方が先 に 現れ る 。 北上 市 に あ る 岩手 県農

業研究セ ン タ ー 内 の 予 察灯 に は ， ア カ ヒ ゲホ ソ ミ ド リ カ
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な っ た イ ネ 科植物の !:jJで も 生息し 続け ， 草の再生 と と も

に 個体数が増加す る o 一方 ， ア カ スジ カ ス ミ カ メ は ， 草

刈り 直 後 か ら 全 く す く い 取 り さ れ な く な り ， 1 か 月 間 姿

を 消 す こ と が あ る (岡一5 )。 再 び ア カ ス ジ カ ス ミ カ メ の

成虫 が 現 れ る 頃 に は ， 刈っ た 草 が回復し て 出穂 し て い る

か ， ま た は メ ヒ シ パや ヒ エ な ど一年生の イ ネ 科植物の 花

穂が出 て い る 。 ア カ ヒ ゲホ ソ ミ ド リ カ ス ミ カ メ は イ ネ 手ヰ

植物の 葉鞘 に も 産卵 す る の に 対 し ， ア カ スジ カ ス ミ カ メ

は 花穏だ け に産卵す る の で ， 生活環の完結 に 花穂の存在

が不可 欠であ る た め と 思わ れ る 。

ア カ ス ジ カ ス ミ カ メ に つ い て の こ の よ う な動向 に つ い

て は ， 本誌で 中 田 (2 000) も 指摘 し て い る 。 中 田 は ， イ

ネ 科植物 の穂の 絶対 抗を 減少さ せ る 管理 ， す な わ ち 休耕

地を刈り 取 り 後 耕起す る な ど の 管理 に よ って 本虫 の 密度

抑制が可能 と し て い る 。

岩手県におけるアカスジカスミカメの発生状況

ス ミ カ メ は 5 月 中 ~下旬に ， ア カ スジ カ ス ミ カ メ は 6 月

中 旬頃 に ， 越冬 世代成虫 の 飛来が確認 さ れ る 。

両種が混在す る イ ネ 科草地での発生消長 も ， こ れ と 同

様の傾向が見 ら れ る 。 春， 越冬 後 の休眠卵 か らふ化 し た

ア カ ヒ ゲホ ソ ミ ド リ カ ス ミ カ メ の 幼虫 が 出 現 し ， 遅 れ て

ア カ スジ カ ス ミ カ メ の 幼虫 が出 現 す る 。 以降 ， 世代 を 経

る ご と に 両種の発生時 期が重 な っ て く る 。

こ の よ う な発生地で ， 夏 に 草刈り を 行 っ た 場合 ， 阿積

の成虫 ， 幼虫 と も に 個体数 は 急減す る 。 し か し ， ア カ ヒ

ゲホ ソ ミ ド リ カ ス ミ カ メ の一部 は ， 刈ら れ て 草丈 の 短く
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1984 年 に 広島県で本種が多 発 し た 際 ， 林 (1986 ) は ，

水 団 地帯への イ ネ 科牧草の作付 に よ り ， 各地で同 じ 問題

が発生す る 可能性 を警告 し た 。 岩手 県で も 水 回転作が推

進 さ れ ， 水 団 地域に 転作作物 と し て 作付 さ れた イ ネ 科牧

草が 目立つて い る 。 田 中 ら (2 000) は ， 当県の 年次別牧

草 作付面積 と 斑点米被害率 と の 聞 に ， 正の相 聞 が あ る こ

と を 明 ら か に し た 。 ま た ， 高 田 ら (2 000) は ， 斑点米被

害が多 発 し た 1999 年 に 圃場環境 を 調 査比較 し ， イ タ リ

アンラ イ グ ラ ス や ヒ エ な ど ， ア カ ス ジ カ ス ミ カ メ が好 む

草種の あ る 草地周 辺 の 圃 場 は ， 畦畔雑草 の み の 圃場 よ り

斑点米被害率が 高 か っ た こ と を 報告 し て い る 。 同 年 ， 筆

者 ら は ， ノ ビ エ の 多発 し た 水 田 で斑点米率が高 い傾向が

あ っ た こ と を 確認 し た (後藤 ら ， 2(00)。

以上の こ と か ら ， 本種が多発 し た 要因 の 根底に ， 水 田

環境 の変化が あ る と 考 え ら れ る 。 す な わ ち ， イ ネ 科牧草

を 作付 し た 水 回転 作 田 や イ ネ 科雑 草 の 多 い 休耕田 の 増

加 ， さ ら に 生産者 の 高齢化 に 伴 い ， 除草 管理 の行 き 届 か

な い 水田が増加 し て き た こ と な ど が背景 に あ る と 考 え ら

れ る 。

ア カ ス ジ カ ス ミ カ メの多発の背景W 
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図-4 カ メ ム シ 類の予察灯 へ の飛来状況 (上) と 本日lで揃・

認さ れ た カ メ ム シ類の種 別割合(下)
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発生予察と防除対策

現 在 ， ア カ スジ カ ス ミ カ メ を 中 心に ， 予察 灯飛来数 を

調査 し ， さ ら に 県内各地で水 田畦畔や 周 辺草地， 出穏 期

以降の本田 に お い て す く い 取り を行 って お り ， こ れ ら の

結果 を も と に 斑点米 カ メ ム シ 類 の 発 生予察 を 行 って い

る 。

田 中 ら (2 000) に よ り ， 水稲 の 出穏 期が平年 よ り 早 い

年 に斑点米被害が 多発す る こ と が分か つて き た ( 図 -6)。
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図-5 イ ネ科草地 に お ける カ ス ミ カ メ ム シ 類 成虫の発生

推移
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アノレ ラ イ グ ラ ス ， ケ ン タ ッ キ ープノレ ー グ ラ ス ， メ ヒ

シパ， ヒ エなど.

り/ 1 88/ 1 8  6/ 1 8  

1 0  

0 

5/ 1 8  



植 物l防 疫 第 55 巻 第 10 号 (2001 年)450 

20 

ハU

斑占…米発生度

. . 

y = -0.924x -1- 10.5 

. ・

。一 10 o 5 
水焔出稲時!UIτf.1f比

図-6 水稲UJ糠l時1VIと斑点米発生l主のl其|係
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-北H本病虫lilf報51 (EIJLI'ら， 2000) より引件l
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これについては気混や降水111;など， 気象条件との因果関
係も問われるが， 出穂期の早晩は7月中旬にはおおむね
予測でき， しかも現地レベルで分かりやすい判IYi州料と
なるので， 発生予察の重要な根拠のひとつとしている。

防除対策は， カメムシ類の発生源対策を最重点とし，
出穏期 1�2週間前の水田畦|伴や周辺草地の草刈り徹底
をl呼びかりている。 本田に侵入した場合には薬剤散布も
行うが， 付近に発生源が残っていると再度侵入すること
があるので， 何より草地や陛畔雑草を放置しないことを
前提として指導している。

近年では， 休耕回や放任されたイネ科牧草地を増やさ
ないよう， 地域ぐるみで小麦や大豆など、の他の転作品目
に取り組む動きもある。

お わ り に

10 
1-1 

1999年に引き続き， 200 0年の夏も高混少雨で経過し，
県内では水稲の出穂iVJが71': 1程度早まった。 出羽、期に
は， 多くの悶場でアカスジカスミカメの侵入が確認され
た。 それでも， 1 999年に被害を受りた地域では， 前年
の教訓を生かして水田周辺の草刈りを徹底し， 薬剤防|徐
するなどの対策をとっていたので， 前年のような被害は
回避できた。

しかし， 前述の通り， この年はアカスジカスミカメの
分布t広大という新たな問題が生じた。 2000 年に新たに
被害の生じた地域では， これまで政f点、米の被害がなかっ
たため， 事前に対策をとっていない生産者が多かったこ
とが明らかになり， 今後も十分な防除指導が必要である
ことを痛感した。

本極は近年， 他県でも各地て、発生が目立つて増えてき
たと言われる。 各県で， アカスジカスミカメの増加の要
因が明らかになり， 今後， 共通の対応策が見い出される
ことを矧符したい。
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1)千栄武勝(1988) 伎楽研究 34: 1�6 
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i 主 な 次 号三三」
次11月号は， r辿伝子解析による病害虫診断Jの
特集号です。 掲載が予定されている記事は次のと
おりです。

植物ウイルスの遺伝子診断 花岡 部
ファイトプラズマの遺伝子解析による系統分類およ

び診断への利用 EEI仁l' 穣
ナス科青枯病菌の系統解析および診断への利用

堀田光生
ノてーティシリウム属菌の系統解析および診断への利

用 小�会 勉
カンキツかいよう病菌の病原力に基づく系統分化

lÆt谷 浩

リンゴ疫病菌の遺伝子診断法
植物寄生性線虫の分子生物学的研究

須崎浩一
植原健人

分子アプローチによる鱗姐目昆虫の種間比較および
種内変異解析 !L'Y村昌史

ミパエ類の分子分類 村路邪彦 他
7èf1切りclws属ノ、ダニの分子分類の現状一我が固に

おけるカンザワハダニ積群を例に一 円三jI:�l:).秀 他
果樹の微小害虫類、の分子系統解析 と程判別法一

Panonychus J茂ノ\ダニとアザミウマ類、について
土'田 聡

定期講読者以外のお申込みは至急前金にて本会へ

定価1部920円 送料76円
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